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１．アメリカの大学図書館の概要
アメリカでは、小規模大学は総学生数が400人足らず

のところがある。日本であれば大学として経営できない
と思われるような規模の大学である。一方、大規模大学
で数万人という日本と同じようなところもある。2004年
の調査ではこういった大学図書館数は全米で3,653館あ
り、そのうち1,802館（49.3％）は正規学生数が1,500人
未満である。大学図書館の職員数はフルタイム換算で
94,085人である。そのうちライブラリアンは25,936人
（27.6％）である。

＜アメリカの大学図書館数と職員数＞ １

２．アメリカでは学生に人気ある大学はどこか？
外部評価の高い大学と、実質的に学生が入学する率が

高い大学とは異なる。また、リベラル・アーツを中心と
する大学は大学院進学を目的とする大学であり、これら
の大学では大学図書館利用教育やレポート作成教育など
に熱心である。

３．大学図書館と大学の「売り」＝マーケティン
グ・ポイント

外部評価の高いリベラル・アーツ系の大学などでは、
大学図書館を活用しての「文章作成訓練プログラム」が
盛んである。評価ポイント２ともなっている。

４．大学図書館の変化
学生獲得競争の厳しいアメリカの大学では、「企業努

力」が大きな課題となる。そのなかで重要な位置を占め

るのが大学図書館である。
４－１．資料提供の変化
�学術研究書中心から“軽読書”資料収集へ多様化
�電子資料　E-Resourcesの増加
�期間限定利用の電子雑誌記事　E-Reserveの増加
マルチメディア資料構築以上に電子情報源の構築が重
要となる。大学図書館では授業開講期間限定で購入し、
学生が利用する電子情報の提供が一般化している。アメ
リカの大学教育では雑誌論文記事の熟読が授業準備の必
要条件となっている。e-ラーニングが拡大している現在、
その教育方法を継続するためには遠隔地からでも、大学
図書館情報にアクセスできる環境を整えることが必要条
件となる。したがって、必要とされる雑誌論文記事や統
計データなどをインターネット経由で受講学生のみがア
クセスできるシステムを大学図書館が提供している。そ
のための資料選択や著作権許諾、情報提供のためのノウ
ハウなどが大学図書館に求められている ３。
４－２．図書館建築・設備面での変化
�ラーニング・コモンズの設置。
�学生生活の場の増加。カフェやゲームエリアの設置。
�開館時間の延長。24時間オープン。
ラーニング・コモンズあるいはインフォーメーショ

ン・コモンズとよばれる学習エリア（教室）を設置し、
そこで授業あるいは授業を離れた形で、図書館資料情報
源にアクセスするための情報リテラシー教育が盛んにお
こなわれている。そのために図書館利用者が資料・情報
へ自由にアクセスできる環境をどのように発展維持して
いくかが問われる。
大学図書館内にカフェを設置するのは一般的である。

また、コンピュータ・ゲーム開発が大学の研究テーマと
なり企業との共同開発対象であることから、図書館資料
としてゲームソフトが対象になり、さらに図書館内での
利用もおこなわれつつある。
図書館開館時間が延長され24時間オープンが増加して
いる。
４－３．図書館員の変化
�専門管理職としてのライブラリアン
�図書館利用教育担当者としてのライブラリアン
�図書館運営資金獲得担当者としてのライブラリアン
�“ライブラリアン”以外の専門職の増加
�非専門職のリクルート活動の活発化
�大学院生スタッフの活用　

合　計 3,653 94,085 25,936（27.6%）
公　立 1,581 57,071 15,181（26.6%）
私　立 2,072 37,013 10,755（29.1%）

４年制 2,217 80,412 21,792（27.1%）
短　期 1,436 13,673 4,144（30.3%）

〈正規入学学生数〉
1,500未満 1,802 11,554 3,602（31.2%）
1,500－4,999 1,175 21,461 6,316（29.4%）
5,000以上 676 61,070 16,017（26.2%）
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�自己評価・他者評価
図書館員という人的資源の豊かさが、この環境を支え
る大きな役割を果たしていることが基本となる。図書館
員に求められるのは、資料管理・資料運営能力であり、
施設管理である。さらに図書館という「場」において、
利用者が知的自由を保障されるために資料情報を提供さ
れ、活用できるように支援されるような図書館員の専門
的能力が求められる。それはレファレンスであり、さらに
資料アクセスのための情報リテラシー育成支援である。
これらは図書館の館種をこえて求められるものである。
現場の図書館員に求められているのは実戦的な経営技
術であり能力である。こういった経営面が強調されると、
図書館管理職地位にある図書館員が図書館情報学分野出
身ではなく、MBAなど経営分野の専門家が雇用される
ことになる。大学教育でe-ラーニングがすすむと、情報
工学や情報教育学の専門家が雇用されることになる。ア
メリカの大学図書館では図書館情報学分野の専門職ライ
ブラリアンが少なくなり、多様な分野の出身者が増加の
傾向にある。
上記のように多くの大学図書館ではライブラリー・ス
クールを修了したライブラリアンの割合は約30％前後で
ある。多くは非専門職である。大学院生スタッフが多く、
それぞれの専門性を生かした分類や目録といった仕事や
簡単なレファレンスも担当している。また、ライブラリ
アンはポートフォリオを常に作成し、雇用者に対しての
みならず図書館利用者に対しても説明責任を負っている。
４－４．利用者教育の変化
�図書館利用教育から情報リテラシー教育へ
�IMを活用した24時間レファレンス
以前から実施されてきた図書館利用教育活動が、さら
にラーニング・コモンズを設置して情報リテラシー教育
となっている。図書館員が教員と協働で授業を担当して
授業をおこなう。単位をださないが新入生には必須とし
ている大学もある。
多くの大学図書館で導入しているのが「Ask Librarian」

である。IM (Instant Message)を利用して、ほぼ24時間
体制でレファレンスに対応している。レファレンス担当
スタッフがつねにPC画面をみており、チームで対応し
ている。つまり、レファレンス・メールがきたら、10名以
上のスタッフの誰かがいつも対応するようにしている。

５．大学図書館の課題
アメリカの大学図書館が現在、直面している課題は多
様である。以下、列挙してみる。
５－１．OCLC  vs  Google
グーグルの世界全文DB化プロジェクトに参加するの

か、OCLCの世界総合目録化に参加するのかの判断を迫
られている。
５－２．資料組織化の質の低下
LCのBIPに頼るところが大きい大学図書館にとって

の危機感は、LCの多言語資料のアウトソーシング化で
ある。主題ライブラリアンの雇用が減少するにしたがい、
詳細な主題別資料の分類目録ができなくなりつつある。
５－３．デポジット・ライブラリーの増加
電子資料が増加しても印刷媒体を同時に購入し保存に
あてるというのが、多くの大学図書館の考え方である。
電子媒体の利用に関する著作権許諾が永遠ではなく、ま
た法律も政策の変化にともない頻繁に変更される。技術
の進化にともない再生不可能になる電子資料も多い。長
期保存を中心とする大学図書館では印刷媒体の保存のた
め、書庫を別に建設している。州立大学図書館は規模が
大きいので独自で、中小規模の大学図書館では共同の書
庫を設置している。
５－４．サブカルチュア資料の増加
マンガやゲームを所蔵資料とする大学図書館が増加。
５－５．e-ラーニングへの対応
インターネット利用の遠隔教育は現在、世界中の学生
を集めている。大学図書館がこういった学生への資料情
報提供を保障するために多様な方法を模索している。
５－６．９.11以降の「愛国者法」と個人情報保護

－図書館の自由の問題－
「愛国者法」は公共図書館のみならず大学図書館にも
適用される。州立大学図書館の場合、一般市民にも公開
している関係上、調査介入がおこなわれる可能性が高く、
専門職ライブラリアンが館内研修の形でスタッフに警告
を発している。
５－７．大学の「企業努力」と大学図書館のコラボレー

ション
カリキュラム、遠隔教育、学部学生のリサーチ力、評
価、図書館の教育機能、大学の教員・職員などとのコラ
ボレーション、情報リテラシー科目、大学認定などが外
部評価ポイントとなっている。
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